
「サプライチェーンの迅速・柔軟な組換えに資する衛星を活用した
状況把握システムの開発・実証」に係る懸賞金事業
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令和４年３月１８日

NEDO Supply Chain Data Challenge運営事務局



＜応募期間＞
応 募 開 始 日：２０２２年３月１８日（金）
締 め 切 り 日 ：２０２２年５月１７日（火） 正午（１２時）迄

＜受付方法＞
本応募は、電子メールのみで受付けます。

＜提出先・問い合わせ先＞
NEDO Supply Chain Data Challenge 運営事務局
メール：info@nedo-supplychain-data-challenge.jp
（本事業全般に関するお問い合わせ）



ABOUT 本事業の概要

新型コロナウィルスの世界的拡大により部品供給が停滞し、日本の製造業では大幅減産に追い込
まれるなど甚大な影響を受けています。

サプライチェーンはさまざまな企業を繋ぐ巨大なネットワークであり、一箇所の不具合がさまざま
な関係者に損害を波及させます。このようなサプライチェーンの状況をモニタリングするためには、
直接取引のある企業等に加え、ネットワークを介して繋がる広範な協力企業や調査専門家から情報
を継続的に収集することが不可欠です。

しかしながら、サプライチェーンの広がりはグローバルであり、障害・被害を引き起こすインシ
デントも、地震や水害から疫病まで極めて多様であることから、個々の企業が継続的・網羅的にモ
ニタリングし続けることは非常に困難です。

こうした情報の高度解析・利活用分野を深化させ、サプライチェーンマネジメントの頑健性を向
上し、産業レジリエンスを一層強化するために、衛星画像を始めとするモバイルデータなどの多様
な情報を組み合わせてサプライチェーンのモニタリングやマネジメントの高度化に資するアイデア
やシステムを広く募り、優れたアイデア等に対し表彰を行います。



THEME 募集テーマ

本事業ではアイデア部門及びシステム開発部門の2部門で募集を行います。特
に、システム開発部門においてはSCM（サプライチェーンマネジメント）にお
いて、技術的にも産業的に意義が高く、実用化につながりやすい２つのテーマ
を設定します

アイデア部門

本事業の目的を達成する技術・ソ
リューションに関するアイデアの募
集

テーマ
衛星データ等の利活用により、サプ
ライチェーンマネジメントにおける
課題を解決することを可能とする技
術・ソリューションに関するアイデ
ア

システム開発部門

本事業の目的を達成する技術・ソ
リューションに関する開発の募集

テーマ①
港湾におけるコンテナ物流の「渋
滞」に起因するサプライチェーンへ
のインパクト推定と可視化サービス
の提供

テーマ➁
大規模風水害などの災害に起因する
サプライチェーンへのインパクト推
定と可視化サービスの提供



（補足）システム開発部門 テーマ①について 1/2

【背景】
世界のサプライチェーンを支える海の物流において、新型コロナウィルス感染症の拡大
などがきっかけとなって、いくつもの重要港湾でコンテナ物流の大渋滞が起こり、サプ
ライチェーンに大きなインパクトを与えた。

【課題】
・主要な港湾で発生する渋滞をいち早く正確に検知すること
・その影響が、物流ネットワークやサプライチェーンを通じて広がる状況を推定するこ
と
・代替ルート等を提示し、ユーザー（荷主を始めとするサプライチェーン関係者）がタ
イムリーに判断・対応を行えるようにすること

【前提条件】
・提供データ：港湾の衛星画像、コンテナ船等の運行状況を表す位置情報、港湾に出入
りする人たちや車両の動向を表す位置情報、物資の出入りを表す統計データなど
・対象港：ロスアンジェルス、東京、釜山、シンガポール



（補足）システム開発部門 テーマ①について 2/2

【応募者への期待】
上記のようなユーザニーズをより高いレベルで満たす情報サービス、意思決定の支援システムのプロトタ
イピングやそれを実現する手法開発を期待します。

【評価の考え方】

テーマ①については、下記の三つの問からなっており、段階的に技術を積み上げ、ビジネス価値を増価
できるような構成になっています。

問１：港湾の稼働状況をより精度良くかつ迅速に推定できる手法の提案を期待します。データ計測や収集
や推定に要するコストも勘案し、他のデータの入手コストや既存の技術と比較したときの優位性を提示し
てください。また、推定信頼性や迅速性についてエビデンスも含め具体的に示してください。

問２：港湾は異なる輸送モード（船舶・トラック）を接続するハブですが、その接続性・円滑性等をより
正確かつ効率的に計測・評価する手法の提案を期待します。

問３：輸送方法の変更やサプライチェーン組み換え戦略などの検討を支援する情報可視化システムを、荷
主などのユーザニーズを踏まえて試作してください。ユーザー目線にたってわかりやすく、また過不足な
く情報を可視化し一元的に把握することを可能とする機能を有するものを期待します。

さらに、上記をふまえて、どのような場面においてビジネス価値を提供できるかを示してください。



（補足）システム開発部門 テーマ②について 1/2

【背景】
世界的な気候変動などの影響により、大規模な風水害の発生頻度がますます増加すると
危惧されています。

【課題】
・大規模風水害が工場などの大規模事業所や道路などの社会インフラ、さらに地域の経
済活動に与える影響を迅速・正確に把握すること
・その影響が物流ネットワークやサプライチェーン・取引関係を通じて広がる状況を推
定すること
・大規模風水害の被害やリスクが増大する中で、ユーザー（その地域と取引のある企業
やサプライチェーン関係者など）がタイムリーに対応策を検討・判断できるように、
ユーザニーズを踏まえた一元的な情報の可視化を実現すること

【前提条件】
・提供データ：2019年の台風15号・19号が甚大な被害を与えた関東地方・南東北地方を
中心に、衛星画像、人々や車両の動向を表す位置情報、企業間の取引状況データなど。



（補足）システム開発部門 テーマ②について 2/2

【応募者への期待】
上記のようなユーザニーズをより高いレベルで満たす情報サービス、意思決定の支援シ
ステムのプロトタイピングやそれを実現する手法開発を期待します。

テーマ②については、下記の三つの問からなっており、段階的に技術を積み上げ、ビ
ジネス価値を増価できるような構成になっています。

【評価の考え方】
問１：大規模風水害（台風や洪水被害）等による直接的な被害（工場の稼働率低下や商
業施設等の営業停止、住宅被害・避難者の発生等） をできるだけ精度良く、迅速に把
握できることを、できるだけ客観的に示してください。

問２：直接な被害に加え、企業間の取引や人々の通勤・通学行動や購買行動の変化、自
宅からの避難などの影響を経由して、直接被害が他の企業や地域などに波及していく状
況を推定、可視化する技術の開発を期待します。

問３：被害地域に留まらない直接被害、間接被害の深刻さや広がりに関する情報可視化
とサプライチェーン維持及び組み換えに関する検討を支援するシステム・サービスを、
多様なユーザのさまざまなニーズを踏まえて試作いただくことを期待します。

さらに、上記をふまえて、どのような場面においてビジネス価値を提供できるかを示
してください。



Dev PLATFORM 開発環境と提供データ

応募者には衛星データプラットフォーム（Tellus）上の開発環境（コンピューティングリ
ソース）および衛星データを始めとする関連データを提供し、技術開発を支援します。必
要に応じてデータを追加します。

開発環境

・さくらのクラウドGPU V100
SSD100GB/SSD2TB
・さくらのクラウド4コア8GBSSD100GB
・Satellite Data Master3+QGIS
※Satellite Data Master3の環境は以下の通り

・CPU 仮想 8Core メモリ 16GB SSD800GB

提供データ
【テーマ①関連】
¶ ASNARO-1
¶ Pleiades
¶ ALOS-2
¶ ASNARO-2
¶ GRUS
¶ AISデータ
¶ 携帯電話位置情報データ
¶ 企業間取引情報データベース
¶ 各種統計データ 他

【テーマ②関連】
＜衛星関連データ＞
¶ Sentinel-1
¶ Landsat-8
¶ MODIS
¶ SPOT

¶ GRUS 他
＜その他データ＞
¶ 自然災害時の被害情報関するSNSデータ
¶ 企業間取引情報データベース
¶ 携帯電話位置情報データ
¶ 空中写真・ドローン
¶ 斜め撮影空中写真・動画 他



ENTRY＆SCHEDULE 応募方法とスケジュール

本事業では、法人・個人・グループを問わず応募することが可能であり、いわゆる大企業
やスタートアップ、上場/非上場の別は問いません
応募アイデアは、アイデア部門及びシステム開発部門ともに書類選考による１次審査、プレ
ゼンテーション（ピッチ）方式による２次審査を行います。
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注意事項

¶ 明らかに事業化を目指す意思がないアイデアの応募は選考対象外となります。
¶ すでに事業化や製品化されているアイデアやシステムについては選考対象外となります。
¶ スタートアップ等については、機関投資家等から資金調達を行っている場合であっても応募が可能です。
¶ 反社会的勢力である者、反社会的勢力との間に過去・現在又は直接・間接を問わず、取引、金銭の支払

い、便宜の供与その他一切の関係又は交流がある者、また、反社会的勢力に属する者又は反社会的勢力
との交流を持っている者が役員に選任され、従業員として雇用され又は経営に関与している事実がある
者は、応募することができません。

¶ 上記に関わらず、当事務局が不適切と認めた場合や本事業に関する要件等に違反または不正があった場
合には、事務局の判断により応募資格取り消しまたは審査結果の全部または一部について取り消しを行
うことがあります。



JUDGING 審査

１次審査を突破したアイデア（応募者）に対しては、専門家（メンター）によるメンタ
リングを受ける機会を提供します。２次審査では、一般公開の場でのプレゼンテーショ
ン（ピッチ）方式による審査を行い、最優秀賞及び各賞を選定します。

１次審査、２次審査の審査結果については、NEDOホームページ及び専用サイトにて公
表し、また全ての応募者へ電子メールにて通知します。
なお、審査結果に関するお問い合わせには一切応じかねますので、あらかじめご了承

下さい。

ǒ １次審査の結果公表：２０２２年６月上旬（予定）
ǒ ２次審査の結果公表：２０２２年１２月上旬（予定）



（補足）審査項目について
提案書を作成する際に、以下の項目の判断基準となる記載を盛り込んで下さい。審査項目を満
たしていない事業は、他項目の評価にかかわらず採択いたしません。

審査項目 審査の概要

革新性 これまでにない新しい発想に基づき、宇宙という素材を活用した新たなサービスを創出する
内容であること
・新規市場の創出
・既存ビジネスの高付加価値化等への貢献
・事業のロジックモデルとKPIが適切に設計されているか
・成果の創出に向け必要なステークホルダーとの連携体制が組める内容か、など

開発技術の妥当性
（システム部門のみ）

提案のシステムを実現するにあたり、開発の基となる技術が実現可能なレベルにあること
・基となっている技術開発の科学的根拠が明確で、実用化開発に有効であるか
・提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討が十分に行われているか、など

実現の可能性 開発されたシステムやそれを活用した事業が計画通りに実行できそうか否か、様々な側面か
ら多角的な検討がなされていること。
・具体的な事業計画に基づく売上、収益の伸び
・競争優位性の持続力
・関連する法規制への対応
・必要となる経営資源及びそれらの充足度（ヒト・カネ・モノ）
・予想される損失やリスク
・サービス開始までの期間

社会発展性 事業化により、海外や他地域への展開など、社会全体への波及効果が期待できるものである
こと
・パートナー企業や業界等周囲の関係者の意識・行動変容も視野に入れているか
・海外や他地域、団体においても適応可能なモデルか、など



MENTORING メンタリング

種類 内容（予定） 実施方法

個別メンタリング
（適宜実施）

採択者とメンター双方の希望により事務局がマッチ
ングを行います。

原則としてオ
ンラインにて
実施。

合同メンタリング
（定期的に実施予
定）

ワークショップ形式の合同メンタリングの実施を予
定します。
・参加者同士の交流機会
・ユーザー企業や投資家等とのネットワーキング
・二次審査のリハーサルも兼ねた発表（ピッチ）指
導

その他
（必要に応じて事
務局が企画）

提案内容に関する事項について、NEDO及び関係省
庁等に対して相談できる機会を設定します。
また、本事業におけるアイデアやシステムをユー
ザーとして利用することが想定される企業等への簡
単な意見交換・交流の場を設ける予定です。

本事業では、アイデア部門及びシステム開発部門の双方について、１次審査を通過し
た応募者に対して適切な専門家（メンター）による技術面あるいはビジネス開発面での
メンタリングを実施します。



部門 テーマ 賞金の種類

アイデア部門
サプライチェーンマネジメントにおけ

る衛星データ利活用に関するアイデア

１位：100万円

２位： 50万円

３位： 30万円

システム開発部門

テーマ１：

港湾におけるコンテナ物流の「渋滞」

に起因するサプライチェーンへのイン

パクト推定と可視化サービスの提供

１位：1,000万円

２位： 500万円

３位： 300万円

テーマ２：

大規模風水害などの災害に起因するサ
プライチェーンへのインパクト推定と
可視化サービスの提供

１位：1,000万円

２位： 500万円

３位： 300万円

REWARD 賞金



ご質問の受付

＜質問受付＞
質問事項は以下の事務局あてに電子メールにてご提出ください。
なお、連絡の際は、メールの件名に必ず「質問（NEDO Supply Chain Data Challenge）」
と記載し、
本文に「所属団体名」、「担当者名」、「メールアドレス」を明記ください。

NEDO Supply Chain Data Challenge運営事務局
メール：info@nedo-supplychain-data-challenge.jp
受付期限： ２０２２年５月１３日（金） 正午迄

＜質問回答＞
ご提出いただいた質問へは、原則３営業日以内に事務局から電子メールにて回答をお
返しします。
なお、よくある質問は、一定程度まとまったタイミングで、応募資料を掲載している
サイト（https://www.nedo-supplychain-data-challenge.jp ）にて公開します。

本資料以外の詳細については、WEBページに記載の内容をご覧ください。

https://www.pwc.com/jp/ja/news-room/femtech-public-offer.html

